
川叫
し
ゃ
舵
供
す
る
。
戦
後
史
の
記
述
も
、
ア

メ
リ
カ
側
か
ら
は
「
共
産
主
義
の
脅
威
か
ら

れ
山
世
界
を
守
る
た
め
に
戦
っ
た
物
語
」
、

ソ
連
側
か
ら
は
「
・帝
国
主
義
の
搾
取
と
抑
圧

か
ら
の
解
放
を
求
め
て
戦
っ
た
物
語
」
と
い

う
主
題
の
も
と
に
記
述
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
点
、
口
頭
の
文
章
記
述
は
、
ア
メ
リ

カ
側
か
ら
の
物
語
で
も
な
け
れ
ば
、
ソ
連
側

か
ら
の
も
の
で
も
な
く
、
一
応
中
立
一

・
客
観

的
な
見
方
を
提
供
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
か

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
物
語
の

主
題
は
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
も
し
万
一
枚
き

手
が
主
題
を
・
芯
識
せ
ず
記
述
し
た
文
・
抵
で
も
、

読
者
の
側
か
ら
主
題
を
つ
く
り
あ
げ
て
ゆ
く
。

読
者
は
社
会
事
象
を
語
っ
た
文
章
記
述
を
読

む
と
き
、
必
ず
個
々
の
記
述
内
容
を
、
場
面

と
登
場
人
物
と
行
為
か
ら
な
る
一
連
の
物
語

と
し
て
再
構
成
し
て
事
象
を
理
解
す
る
。
そ

し
て
、
戦
後
の
世
界
は
結
局
ど
う
い
う
時
代

ど
っ
た
の
か
と
い
う
よ
う
に
、
物
語
の
主
姐

を
自
分
な
り
に
読
み
取
り
、
解
釈
し
よ
う
と

す
る
。
そ
れ
が
新
聞
記
事
な
ど
、
社
会
事
象

に
関
す
る
文
章
記
述
の
読
み
方
で
あ
ろ
う
。

で
は
読
者
は
、
こ
の
記
述
か
ら
ど
ん
な
主

題
を
読
み
取
る
で
あ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ

ば
、
こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
戦
後
の
世
界
と

は
ど
ん
な
時
代
だ
と
読
者
は
と
ら
え
る
の
か
。

た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
と
ら
え
方
が
、
こ
こ

か
ら
引
き
出
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

A

峨
後
は
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
が
軍
事
力
で

張
り
合
う
冷
戦
の
時
代
で
あ
っ
た
。

B

戦
後
は
大
規
模
な
戦
争
は
な
か
っ
た
が
、

平
和
と
は
い
え
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
読
者
な
り
に
解
釈
し

た
物
語
の
主
題
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う

に
主
題
安
解
釈
す
る
と
、
読
者
に
は
新
た
な

疑
問
が
起
こ
る
は
ず
で
あ
る
。

A

ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
は
核
戦
争
の
危
機
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
「
張
り
合
っ
た
」
と

い
わ
れ
る
が
、
そ
こ
ま
で
し
て

「張
り

合
う
」
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

ソ
連
の
解
体
に
よ
っ
て
冷
戦
が
終
っ
た

こ
と
は
平
和
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

二
大
国
の
う
ち
、
ソ
連
の
武
力
支
配
が

B 

~ fIJJ圃軍事

な
く
な
っ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ

カ
の
武
力
支
配
は
続
い
て
い
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ら
の
疑
問
は
、
戦
後
の
世
界
を
と
ら

え
る
上
で
重
要
な
側
而
で
あ
る
。

A
は
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
を
ど
う
理
解
す
る
か
、

B

は
二
大
国
以
外
の
国
々
、
と
り
わ
け
第
三
世

界
の
存
在
を
ど
う
理
解
す
る
か
と
い
う
問
題

に
発
展
す
る
の
い
ず
れ
も
冒
頭
の
文
章
記
述

が
言
及
し
て
い
な
い
側
面
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
文
章
記
述
を
読
み
、
読
者
な

り
に
主
題
を
解
釈
し
て
ゆ
く
と
、
読
者
の
読

み
は
借
り
き
手
の
記
述
を
超
え
て
ゆ
く
。
説
者

は
哲
き
手
の
記
述
を
踏
み
台
に
し
て
、
自
分

の
探
究
を
始
め
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
な
読
者

の
独
立
こ
そ
、
メ
デ
ィ
ア

・
リ
テ
ラ
シ

l
を

意
識
し
た
文
慾
記
述
の
見
方
を
指
導
す
る
目

標
と
い
え
る
し
、
そ
の
独
立
の
き
っ
か
け
と

し
て
の
、
記
述
の

「
窓
味
」

「筋
」

「
主
題
」

の
読
み
こ
そ
、
指
潟
の
三
つ
の
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
と
い
え
る
。
〈山
口
大
学
教
育
学
都
助
教
授
V
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「
太
平
洋
戦
争
」
の
記
述
対
比
l

書
き
手
に
よ
っ
て
こ
こ
ま
で
違
う
？

は
じ
め
に

編
集
部
の
依
頼
告
に
「
日
韓
の
教
科
曾
比
般
に

よ
り
、
同
じ
問
問
組
に
対
す
る
記
述
の
違
い
の
紘
上

検
証
か
ら
、
メ
デ
ィ
ア

・
リ
テ
ラ
シ
l
の
必
要
性

の
紹
介
を
」
と
あ
っ
た
。

「
メ
デ
ィ
ア

・
リ
テ
ラ
シ

1
」
と
は
「
媒
体
H

メ
デ
ィ
ア
」
を
通
じ
て
「
情
報
」
を
交
役
す
る
際

に
、
「
送
り
手
」
と

「受
げ
手
」
に
必
要
と
な
る

「
読
み
魯
き
能
力
日
リ
テ
ラ
シ
l
」。

た
だ
し
ぷ
試

み
曾
き
。
と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
「
文
字
」
と
い

う
メ
デ
ィ
ア
に
悶
有
な
情
報
交
換
能
力
を
意
味
す

る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
命
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
l
の

必
幅
広
性
。
と
一
般
化
す
る
前
提
に
は
、
次
の
ニ
つ

の
社
会
的
条
件
の
変
化
が
あ
る
と
考
え
る
。

－つ
は
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
代
表
さ
れ
る
メ
デ

ィ
ア
の
多
・
川
・
双
方
向
化
、
も
う

一
つ
は
術
星
放

ν
－司
イ
ン
グ
｜
ネ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
情
報
の
ボ

ー
ダ
l
レ
ス
化
。
そ
れ
は
単
に
キ
ー
ボ
ー
ド
と
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
の
読
み
哲
き
能
力
に
止
ま
ら
ず
、
本

に
代
表
さ
れ
る
旧
来
の
媒
体
の
交
換
能
力
を
も
変

化
さ
せ
る
。

そ
の
意
味
で
本
稿
の
自
的
は
、
太
平
洋
戦
争
に

関
し
て
何
を
教
え
る
こ
と
が
正
し
い
か
と
い
う
股

史
教
育
上
の
奴
題
を
検
討
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

教
科
野
の
内
容
の
正
誤
を
歴
史
学
的
に
検
討
す
る

こ
と
で
も
な
い
。

メ
デ
ィ
ア
の
多
元

・
双
方
向
化
と
情
報
の
ボ
ー

ダ
ー
レ
ス
化
が
進
行
す
る
社
会
に
生
き
る
人
聞
に

必
要
な
情
報
交
換
能
力
H
リ
テ
ラ
シ
ー
を
、
必
似

料品川
M

と
い
う
旧
メ
デ
ィ
ア
。
。
太
平
洋
戦
争
に
附

す
る
情
報
ヘ
。
日
本
と
韓
国
と
の
間
に
あ
る
差

異
H
境
（
ボ
ー
ダ
ー

γ
と
い
う
三
つ
の
ア
イ
テ

ム
に
よ
り
解
説
す
る
こ
と
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

な
お
、
純
国
は
中
学

・
高
校
で
国
史
を
教
え
、

そ
の
教
科
舎
は
一
一
部
（
国
定
）
で
、
中
学
の
内
容

馬
居

政
幸

は
高
校
に
含
ま
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
一
九
九
O

年
発
行
の
高
等
学
校

「国
史
」
下
巻
（
近
現
代
史
）

を
参
照
す
る
。
悶
訳
文
は
全
て
「
対
訳
世
界
の

教
科
符
に
み
る
日
本
線
図
編
』
（
国
際
教
育
的

報
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
る
。
ま
た
、
日
本
の
歴
史
教

科
古
は
中

・
高
と
も
に
多
数
あ
る
が
、
一
般
性
の

観
点
か
ら
義
務
教
育
（
中
学
）
教
科
白
を
用
い
る
。
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鈴
国
の
太
平
洋
戦
争

私
は
本
稿
に
先
立
っ
て
、
斡
国
の
文
部
省
（
教

育
部
）
よ
り
派
巡
さ
れ
大
阪
の
純
国
教
育
院
で
在

日
隣
国
人
の
教
育
に
従
硲
さ
れ
て
い
る
采
在
鴻
先

生
に
勝
因
の
教
科
山
口
に
お
け
る
「
太
平
洋
戦
争
」

の
記
載
内
容
の
調
査
を
依
頼
し
た
。
と
こ
ろ
が
米

先
生
の
返
事
は
、
太
平
洋
戦
争
の
こ
と
な
ど
ほ
と

ん
ど
古
い
て
い
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

朱
先
生
の
指
摘
で
は
太
平
洋
戦
争
と
い
う
官
一
裂

が
「
国
史
』
に
出
て
く
る
の
は
た
っ
た
一
箇
所
、



そ
れ
も
「
対
日
宣
戦
布
告
と
韓
国
光
復
軍
の
活

印
刷
」
と
い
う
項
目
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
長
文
だ

が
誌
上
検
粧
と
い
う
窓
味
で
こ
の
項
目
の
醐
訳
文

を
紹
介
す
る
。
（
該
当
部
分
を
点
線
で
闘
っ
た
の

が
図
1
）

「対
日
宣
戦
布
告
と
緯
国
光
復
軍
の
活
躍

大

勝
民
国
臨
時
政
府
は
中
国
の
国
民
党
政
府
と
と
も

に
数
回
に
わ
た
っ
て
移
動
し
た
が
、
重
度
に
定
着

し
た
後
、
政
府
体
制
を
本
土
修
復
の
た
め
の
臨
戦

態
勢
に
強
制
し
た
。
そ
し
て
散
ら
ば
っ
て
い
た
各

地
の
武
装
勢
力
を
臨
時
政
府
傘
下
の
純
国
光
復
寧

に
統
合
し
な
が
ら
軍
事
力
を
強
化
し
た
。
／
太
平

洋
戦
争
が
起
こ
る
と
、
臨
時
政
府
は
た
だ
ち
に
対

外
活
動
を
繰
り
広
げ
て
、
対
日
、
対
独
立
戦
布
告
文

を
発
布
し
、
韓
国
光
復
寧
を
速
合
率
の

一
員
と
し

て
参
戦
さ
せ
た
。
そ
し
て
韓
国
光
復
軍
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
イ
ン
ド
戦
線
に
ま
で
派
遣
さ
れ
て
、
英
国

鉱
と
の
迎
合
作
戦
を
遂
行
し
た
り
も
し
た
。
／
対

日
戦
に
参
戦
し
た
韓
国
光
復
軍
は
直
接
戦
闘
に
参

加
す
る
こ
と
以
外
に
も
捕
虜
の
尋
問
、
暗
号
文
翻

訳
、
宣
伝
ピ
ラ
の
作
成
、

懐
柔
放
送
な
ど
の
心
理

作
戦
に
参
加
し
た
。
／
鞠
国
光
復
軍
は
中
国
と
東

南
ア
ジ
ア
一
帯
で
対
日
戦
に
参
戦
し
な
が
ら
、
他

方
、
組
図
の
光
復
を
自
分
た
ち
の
手
で
勝
ち
取
る
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た
め
に
、
直
接
園
内
進
入
作
戦
を
計
画
し
た
り
も

し
た
。
／
純
国
光
復
軍
は
総
司
令
官
で
あ
る
池
脅

天
（
チ
チ
ヨ
ン
チ
ヨ
ン
）
、
支
隊
長
の
李
純
爽

（
イ
ボ
ン
ム
ク
）
な
ど
を
中
心
に
、
中
国
に
駐

屯
し
て
い
た
米
早
と
迎
合
し
て
、
国
土
修
復
作
戦

の
任
務
を
受
け
た
函
内
挺
進
出
阜
の
特
殊
訓
練
を
実

施
し
、

飛
行
隊
ま
で
編
成
し
た
。
し
か
し
、

1
9

4
5
年
8
月
日
H
、
円
本
が
無
条
件
降
伏
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、

終
国
光
復
寧
は
そ
の
年
の
9
月
に

実
行
し
よ
う
と
し
て
い
た
園
内
進
入
計
画
を
実
現

で
き
な
い
ま
ま
光
復
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
」

大
斡
民
国
臨
時
政
府
と
は
、

一
九
一

O
年
に
国

権
を
日
本
に
奪
わ
れ
た

（日
本
で
は
斡
国
併
合
）

後、

一
九
一
九
年
の
三

・
一
巡
励
を
契
被
に
上
海

に
樹
立
し
た
臨
時
政
府
。
光
復
軍
と
は
、
日
本
か

ら
独
立
す
る
た
め
の
解
放
軍
。
韓
国
で
は
日
本
の

敗
戦
の
日
が

「光
復
日
」
と
い
う
名
の
独
立
記
念

円
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
迎
合
図
の
一
口
と
し

て
日
本
と
戦
っ
た
戦
争
が
、
純
国
の

『園
出
入」

に

お
け
る
太
平
洋
戦
争
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。

で
は
日
本
の
場
合
は
ど
う
か
。
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日
本
の
太
平
洋
戦
争

次
に
紹
介
す
る
の
は
A
社
の
中
学
校
歴
史
の
教

科
件

（平
成
六
年
、
以
下
『
A
」
と
略
す
）
の

「
太
平
洋
戦
争
」
と
い
う
．項
目
名
の
も
と
に
記
述

さ
れ
た
部
分
の
一

部
で
あ
る
。

「
1
9
4
1
年

（昭
和
同
年
）
ロ
月
8
目
、
日

本
は
、
ハ
ワ
イ
の
兵
珠
湾
の
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
を

奇
襲
す
る

一
方
、
マ

レ
l
半
島
に
上
陸
し
、
太
平

洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
日
本
軍
は
短
時
間
で
ホ
ン

コ
ン
（
香
港
）
、
マ
ニ
ラ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
ト門

領
し
・
：
略
：
東
南
ア
ジ
ア
全
域
を
支
配
し
た
・：
略

：
や
が
て
ア
メ
リ
カ
の
強
大
な
戦
力
が
、
日
本
車

に
打
怒
を
加
え
始
め
：
中
略
・
：
日
本
本
土
の
空
襲

が
始
ま
っ
た
。
爆
撃
の
対
象
は
、
軍
事
施
設
や
工

刷
物
ば
か
り
で
な
く
、
住
宅
地
減
に
ま
で
お
よ
び
・
・

略・：
お
も
な
都
市
が
焼
け
野
原
に
な
っ
た。」

い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
の
教
科
書
に
お
け
る

太
平
洋
戦
争
は
述
合
悶
の
ア
メ
リ
カ
と
戦
い
敗
れ
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図2

た
戦
争。

と
い
う
こ
と
は
、
以
上
紹
介
し
た
目
線

の
教
科
位
記
述
か
ら
判
断
す
る
限
り
、

日
本
と
純

国
は
太
平
洋
戦
争
に
お
い
て
互
い
に
戦
っ
た
固
に

な
る
。
だ
が
寸
A
」
に
は
、
鯨
岡
と
戦
っ
た
こ
と
は
ど

こ
に
も
の
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
次
官
民

（図
2
）
に
は
、
本
文
に
「
戦
時
下
の
朝
鮮
人
」

と
い
う
項
目
が
設
け
ら
れ、

『「朝
鮮
神
宮
」
と
参

鮮
さ
せ
ら
れ
る
肌
鮮
の
学
生
た
ち
」「
籾
鮮
人

「
日
本
兵
」
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
説
明
文
付

き
の
写
真
が
掲
抑
制
さ
れ
、
日
本
が
朝
鮮
の
人
々
に

対
し
創
氏
改
名
な
ど
に
よ
り
円
本
人
化
を
強
制
し

日
本
一
必
に
召
集
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
加
え

て
、
こ
の
よ
う
な
記
述
は

「
A
』
の
み
で
な
く
他

社
の
教
科
併
も
同
じ
で
あ
る
。

仙
川
国
の
教
科
也
に
は
戦
っ
た
相
手
凶
と
記
さ
れ、

そ
の
相
手
国
の
日
本
の
教
科
告
に
は
自
国
の
兵
士

と
し
て
召
集
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
ぜ
生
じ
る
の
か
。
朝
鮮
と
係
国
は
災

な
る
図
で
あ
り
、
日
本
が
支
配
し
た
の
は
秘
鮮
で

あ
っ
て
韓
国
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
な
ら

『国
史
」
に
記
さ
れ
た
光
復
軍
の
存
犯
が
鹿
偽
に

な
る
。
日
本
の
教
科
件
が
誤
っ
て
い
る
の
か
ω

だ

が
こ
の
点
で
の
線
国
か
ら
の
指
摘
は
な
い
。

と
い
う
こ
と
は
、
両
国
の
教
科
曾
の
矛
約
す
る

記
述
は
、
阪
史
学
や
歴
史
教
育
の
問
題
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ

ー
の
出
番
で
あ
る
。

四

国
家
の
歴
史

表
1
・
表
2
か
ら
韓
国
の
近
代
史
は
自
国
の
近

代
化
へ
の
努
力
と
そ
れ
を
武
力
で
侵
略
し
国
権
を

滞
っ
た
臼
本
か
ら
独
虫
す
る
戦
争
の
腿
出
入で
あ
る

こ
と
が
理
解
で
き
る
。
太
平
祥
と
は
そ
の
日
本
と

連
合
国
と
の
戦
争
で
あ
る
以
上
、
当
然

「国
外
の

独
立
戦
争
」
と
佼
世
づ
け
、
迎
合
凶
の

一円
以
と
し

- 59 -

表lm園高等学校用歴史教科・f国史J(下巻）
1.近代社会へのllli!WJ( l l 
l.近｛悦t会への志向l
2.政治体ff;IJの変化
3.経済初mの変化と社会変動
4.文化の新会t述
11.近代社会の発展（69)
1.近代社会の股｜！日
2. 近代'.CT-微の成長と民放~~＇恨の！反日；1
3.近代の経演と社会
4.近代文化の鈴鹿

Ill.民族の抄こ立巡動（127)
I. ~泣意訟の成長と 3 ・ li迎動
2.大緯民間臨時政府と独立戦争
3.経済 ・文化的抵抗五Ii動
4 .民族文化守線運動

IV. JQ代社会の展開 069)
1.民主政治の発展
2.経済成長と社会の変化
3.現代文化の動向 （）内はA



f( 2 4章回数料唱lflll- l. 2. 3. 4. J(l27～l臼）
Ill.民僚の独立過l動（127～155)
111元微授年表 (128)

I . 独立惣l:lllの成長と 3 ・ l 述卸~ ( 129) 
概製 研究1£1!姐
(1）民族の受雑 (130～131)
国指の被奪 間島と独島朝鮮総督府

憲兵警察統治健民地支配体制の変化 民族抹殺統治
(2）抗日独立巡!!VJの推進 (133～134)
抗日結祉の組織独立運動基地のill鍛
(3)3・lml動 (135～138)
3 • l 運動の胎動 3・1独立宣曾
3 . l 運動の鉱散 3・1運動の憲章E

2.大勝民間臨時政府と独立戦争（J:l9)
続Yl! 研究ll!I!題

(I ）大仰氏11•1臨時政府の祈!)l)J (140～1,11) 
大勝民国臨時政府の樹立臨時政府の憲法

光復運動の展開

：~王.n ①大悦J.~I司臨時政府合 (1919)
②メ；悌民国臨時政府の要人たち

：~け』t ①火線民l司臨時政府の進法（ 4 fr) 
：資料 ②大勝良l•I臨時宮町：t·.·「有i文

(2)11'11付のをlげL戦＂！• (142～144) 
武袋抗日闘争愛国志士たちの活動
6・10万歳運動光州学生抗日運動

： 写n ①~~[i後迎行される戸1,~·.1i.&I:
＠光州学生のlitll~動を桜illした叩l.Jの新Ill!

（羽l吋外の主l仁、Z戦争 (145～155)
独立戦争の方向鳳樋洞．青山.m戦闘独立戦争のlit線
申書図光復寧の結成対日宣戦布告と嶋田光復寧の活路

＞メ』i ①＇Nifli制戦闘税局（｝Jl•l•I 吋＂，＇；林？？凶fl'Jrll) ②金佐f;l : 
③iOll.111!1 ! 1の仰1•4:1Wll!C 純l叫光！！fol（の究開パ
＠火事峨民悶臨時政／（.fの対Il"i°(lj¥li)lllYJ ,If 
i J也｜刈 ①武談独）T.'.•ILの対日b・凶民
! /Jiii波①lillt,'i地方0)11本）llによる1n殺（2行｝

3.経済・文化的抵抗巡動 (ISi)
概:'l!! 研究課題

(I）民~u済の佼辱 (152～ 154)
土地の略奪 i!t集の侵奪食料の収奪
(2)1望者守的低抗巡動の展開 (155～157)
小作争治労働争t韓 民族企業の成長
(3）社会迎動の展IJIJ058～160) 
新幹会と櫨友会 青少年運動

4.民自民文化守護述w110G1 > 
概I!!.! 研究棟題
(1)1羽学巡！励の展開 062～164)
植民地化政策ハングル振興運動
ω教育と宗教活動 (16る～166)
民族教育宗教活動

(3）文学と芸術活動 (167～168)
文学活動芸術活動

て
戦
う
戦
争
と
な
る
。
た
と
え
臼
本
の
教
科
岱
に

あ
る
よ
う
に
、
日
本
兵
の
中
に
日
本
に
支
配
さ
れ

た
園
内
に
住
む
人
途
が
い
て
も
、
そ
れ
は
日
本

（
日
帝
）

に
強
制
さ
れ
た
も
の
、
大
級
民
国
の
国

史
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
臼
本
人
化
を
強
制

さ
れ
た
．陛
史
自
体
は
太
平
洋
戦
争
と
い
う
独
立
戦

争
の
文
脈
で
は
な
く
、
「
民
族
の
受
難
」
（

m
l
l

ー

ω）
と
い
う
文
脈
の
中
の
小
項
目
「
民
族
抹
殺

統
治
」
に
お
い
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
雌
史
を
大
総
民
国
の
国
史

と
し
て
明
記
し
、
そ
れ
を
一国
民
に
文
字
通
り
，
正

し
く
教
え
る
件
（
メ
デ
ィ
ア

γ
が

．同
史
』
で

あ
る
。
こ
の
立
味
で
、
「
田
市
と
は
多
一
%
・
双
方

向
化
や
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
を
前
提
と
し
た
メ
デ
イ

兵姑基地化政策
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物産奨励運動

文盲退治運動

＂園~の研究

ア
で
は
な
い
。

で
は
日
本
の
教
科
役
は
ど
う
か
。

五

記
号
の
世
界
へ

ま
ず
袋
3
と
袋
4
か
ら
、
臼
本
の
教
科
岱
の
誌

や
節
の
悦
成
が
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
差
を
除
き
、
日

数
も
含
め
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
ご
と
。
ま
た
表

5
と
茨
6
か
ら
、
小
項
目
も
問
機
の
傾
向
だ
が
、

写
真
、
地
図
、
脚
注
、
コ
ラ
ム
、
グ
ラ
フ
等
の
用

い
方
に
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
送
り
手
」

か
ら
「
受
け
手
」
に
伝
達
す
る
情
報
は
共
通
だ
が
、

表
現
方
法
で
独
自
性
（
差
異
化
）
を
強
湖、

こ
れ

が
日
本
の
教
科
訟
の
特
徴
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と

は
メ
デ
ィ
ア

・
リ
テ
ラ
シ
l
の
観
点
か
ら
冊
以
前
ー
で

あ
る
。

思
出
は
三
つ
。

一つ
は
「
メ
デ
ィ
ア
は
事
実
を
つ
く
る
」
と
い

う
観
点
。
表
3
1
6
は
、
日
本
の
教
科
告
が
太
平

洋
戦
争
を
①
第
2
次
世
界
大
戦
と
い
う
世
界
史
の

立
場
、
②
ア
ジ
ア
各
国
に
対
し
て
は
加
告
の
立
場
、

表3 日本の教科書A目次｛近現代史部分）

写真 ・資料のページ（173)

第6't苦近代ヨーロッパとアジア (177)
I. 市民11~命
2.建築l(i命
3.欧米紡閣の発信基とアジア侵略
4. くずれゆく彩府政治
s. I別悶と江戸主主府の滅亡
第7'f;i:. 近代日本の歩み（209)
I.明治総新
2.自由民俗運動と立慾政治の始まり
3.日清・口E苦戦争と近代円本
4 . 近代;m~誕の発展と教11 ・ 文化

第 8:l在二度の世界大戦と日本｛247)

1.第一次世芥火戦とアジア
2.第一次lit州大戦後の1:1本の主｜．会
3. lttW怨悦と日本：のιl•I吋f;.11/1
4.買Iご次｜町界大戦

＠
日
本
の
国
民
に
と
っ
て
は
被
沼
の
立
以
か
ら
記

述
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
一
つ
の
教

科
将
に
三
つ
の
立
幼
（
文
脈
）
に
基
づ
く
陛
史
上

の
いや災
認
識
（
史
観
？
）
が
混
作
し
て
い
る
。
一

元
的

（川下

一
文
脈
）
に
お
述
さ
れ
た
仰
川
の

υ川

山人』
と
の
間
に
ズ
レ
を
引
き
起
こ
し
、

日
本
と
い

う
国
家
と
国
民
の
す
一場
を
峻
昧
H
多
元
的
？
す

る
阪
闘
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
日
本
の
教
科
の
の
特
性

は
か
メ
デ
ィ
ア
が
市
尖
を
つ
く
る
。
と
い
う
メ
デ

勾，司，
－，
，、

勺

’

’

・

分

－
り

いU

”
仇
ur

－
一四
一ま

ω
拍
W

の

刊・こ
－J
J

H

ug－
レ

」

杭
一

r成
上

hu

叫

リ

係

刻

と

回
一
い

形

触

み

係

ぷ

ア

お

関

山

県

あ

ω一
の
の
段
て

附

仰

ジ

化

（

際

大

本

爪

次
一
治
鮮
の
つ
際
会
ア
・
X
働
本
州
と
本
日

の

目一
政
快
と
h

しい

川

川

と
と
分
け
と

一
け
と
抑

8
一と
パ
パ
減
へ
と
と
争
民
い
と
戦
シ
と
戦
純
似

曾
一
化
ツ
ツ
の
館
み
動
酬
明
発
ら
科
大
ラ
凶
汁
小
〈
仲
「

科
一変
U

H
附
料
渉
泌
械
の
つ
・
火
山汁
ク
叶い削
介
た
似

敏
一
の
一
一
総
資
の
叫
副
総
口
業
の
凶
什
伏
モ
る
附
い
つ
る

の
一品
W
U
ヨ
と
治

本
紙
M

山
・
派
U
例
次
J
T
す
次
な
伐

本
一
例
代
代
川
関

川
約
山
泊
代
に
の

1
似
品

mzと
も

日
一
際
近
近
間
一
山

代
別
－
H
H近
山K

つ
第
六
激
第
川明正

一

川

柳

近

－

K
・

帥明い

4
一
節
節
節
。

郎
防
叩
節
節
八V

節
節
節
節
。
〈
〉

表

一
市

1
2
3

市

1

2

3

4

m
l
2
1
4

巴

6
第
第
第

7
第
第
第
第

H
第
第
第
第

第

m州
第

イ
ア

・
リ
テ
ラ
シ
l
の
学
習
教
材
と
し
て
の
。
可

能
性
e

を
秘
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ

と
は
メ
デ
ィ
ア

・
リ
テ
ラ
シ
｜
の
第
二
の
観
点
で

あ
る

「
メ
デ
ィ
ア
は
全
て
を
お
号
に
す
る
」
と
結

び
つ
く
。

純
白
の
ソ
国
史
」
に
お
り
る
「
太
平
洋
戦
争
」

と
い
う
「
文
字
」
は
、
北
総
」一
八
度
線
を
岐
に
内

戦
状
悠
に
あ
る
H

北
削
？
に
対
す
る
自
国
の
正
当

性
を
証
明
す
る

「記
号
、
日
本
の
教
科
岱
の

「
太
平
洋
戦
争
」
は
三
つ
の
立
場
を
使
い
分
け
る

た
め
の
「
記
号
」
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、

メ
デ
ィ

ア
と
は
窃
実
を
記
号
に
巡
元
し

一
定
の
窓
味
と
セ

ッ
ト
に
し
た
的
報
と
し
て
伝
淫
す
る
談
位
、
と
い

う
こ
と
を
意
味
す
る
。
ど
の
よ
う
な
情
報
も
事
実

と
意
味
が
納
み
合
わ
さ
っ
た
記
号
の
集
積
と
し
て

理
解
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ

ー
の
第
二
の
観
点
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
が
「
意
味
は
「
送
り
手
』
で
は
な

く
べ
メ
デ
ィ
ア
い
と
寸
受
け
手
』
の
『
間
（
あ
い

だ
こ
に
創
ら
れ
る
」
と
い
う
第
三
の
観
点
に
つ

か
U

が
る
。

先
に
U
本
・
の
教
科
山
口
の
立
場
を
暖
昧
と
指
倒
し

た
が
、
そ
の
際
に
多
元
的
と
い
う
文
字
に
？
を
付

加
し
た
。
現
巾
は
二
つ
。
一
つ
は

「
魯
き
手
H
情
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〔 表5 日本の教科書Ar第8章 4 第2次世界大戦J(276～288頁
ヨーロツパで戦争が始まり，日本はアメリカとの対立を深める。〕

一－－~~~~~－~干の始まり 日本の南i盆政策日米対立の激化
：：~ ~；~ぷ~~~~~！以諸倣艇にお示~~五~－；・·；；~－~－~·；；~－－ －つ
！－~－~－－~－~~迎ポーランド佼攻（2行｝ ②大東亜共栄圏（2行）

〔日：；；~~1J ， イギリスなどに対し， 太平洋とん~~一一一一－ムJ-- -· .: 

j写真 ①新聞記事「日本総の奇襲」（説明） ｛ふ·，－~~－~~b－~~；；－－；~－日正午一一
L円竺？？平？？？？竺＿＜＿~行） ②航空襲の被災組と被災者数（2行）
〔太平洋戦争のl時Jlfjの東南アジアや朝鮮の人々と，国民の生活。〕

「・・－－~ヂザ±？ヤ？？．．均六？？平三一平争と国民生活
；：写真 ①箪烈（説明） ②住民の徴発（説明）

③「朝鮮担，，宮Jと参拝させられる靭j鮮の学生ず．ち（馴） ＠鋭剣術目ii紋（鋭I列）； ⑤籾鮮人「臼本兵J（矧明｝ ⑥鍛められた寺院の餅｛説明列
；竺？．－？行－と~~－~ご竺竺レ－シアの臼本1江による死者の数（ 3 行）
（日本が降伏して第ニ次1立』うl大l際は終わる。〕
沖縄での戦い イタリアとドイツの降伏 日本の敗北

j 資料 ①酬となった榊llの人々の体験 er；，；ふら；~－－－；i.w1~~~ふ1－ －； －.~·； · － －－ ·……
：グラ7 ①終戦直後の沖剥の人口 － 

1 ＝~ ~：：池袋i：円；~）－：＞た広島｛説明） ②解放を喜ふ・朝鮮の人々

針13頁）

〈〉テーマ学習のペー示

「銃後の子どもたちJ 問いと活動

！？三？？”！？主？竺？ー） ②戦う「少同氏~1－－，~－，iJii －－φギザムム1t.,m山…；
。Zll8：！世の学習をふりかえって

（~ミ表と写真と iJl!約文の組み合わせ）

報
の
送
り
手
」
の
立
場
は
一
元
的
で
あ
る
こ
と
。

日
本
は
純
国
と
周
到
な
り
分
断
国
家
で
は
な
い
。
だ

が
冷
戦
を
反
映
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
内
部
に
持

ち
、
そ
の
対
立
の
場
が
歴
史
教
科
魯
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
が
。
彼
数
の
立
場
4
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
4

文
脈。

で
の
記
述
。
も
う
一
つ
は
、
教
科
替
の
競

争
原
理
芯
内
容
の
自
由
度
が
挟
い
た
め
、
商
品
と

し
て
の
差
災
化
を
表
現
機
式
に
求
め
た
結
果
と
し

て
多
元
化
が
生
じ
た
こ
と
。

削位由
は
と
も
あ
れ
、
内
容
は
共
通
、
表
現
は
多

様
と
い
う
日
本
の
教
科
窃
の
特
性
が
、
教
科
書
一

頁
の
中
に
、

三
つ
の
文
脈
の
歴
史
的
事
笑
の
解
釈

を
文
字

・
写
真
・
資
料
な
ど
質
的
に
異
な
る
メ
デ

ィ
ア
に
よ
る
。
モ
ザ
イ
ク
的
な
知
識
4
記
号
4
情

報
。
と
し
て
表
現
す
る
世
界
を
創
造
し
た
こ
と
は

事
実
。
そ
の
結
田
市
、
教
科
冊
目
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が

伝
途
す
る
情
報
の
文
脈
（
記
号
に
付
加
し
た
意

味
）
の
解
釈
権
は
「
受
り
手
」
の
側
に
う
つ
る
。

た
だ
し
、
教
科
脅
の
場
合

「
受
け
手
」
で
あ
る
学

習
者
を
媒
介
す
る
教
師
が
一

一兆
化
す
れ
ば
、
情
報

は
多
元
化
し
な
い
。
そ
れ
故
、
情
報
の
一
元
的
伝

達
を
重
視
す
る
社
会
で
は

「
文
字
」
の
リ
テ
ラ
シ

ー
の
み
が
問
題
に
な
る
。
他
方
、
現
代
の
メ
デ
ィ

ア
と
情
報
の
特
性
が
、
多
元
・双
方
向
化
と
ポ
l
グ
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リ意 l
テ味レ
ラでス表6 日本の教科書sr第8.i世第4節第2次世界大戦と日本j(282～怨4頁計13頁）
シ 、化｜ 1.第2次世界大戦のはじまり
l新に｜ 0学習際組
をたあ｜ 第2次世界大戦はどうしておこったか 日独伊三国同盟
育なる｜

｜ 日米の対立太平洋戦争 コラムアンネ＝フランク
成時 こ｜
す代と｜： 出

るがは｜：年表①19ぬ～1945
た要口｜ j地図①ヨーロッパ②世界（学習｜叩付き）
め諮頭｜ ；写其①廃油となったスターリングフード ②ノルマンディよ陸作戦
にす で ｜ : ③ヤルタ会絞の指導者たち
教る述｜ ： ＠ピルマ（現在のミャンマー）の油田を攻叙する
科メ ベ ｜ jグラ7 ①日本とアメリカの生産カの比較
話 デた ｜ j脚注①連合国の国名（2行）
をイ。｜

生アそ I2.戦争中の苦しい生活
か ・ の｜ 太平洋戦争が国民生活に与えた影響

台コラム集団疎開した子供たち コラム日本に占領された国々

j資料①配給券
i写真①女学生の鉱泉日ii.Iii!（説明）
②エルベIii（ドイツ）で握手をかわすアメリカ犯とソ巡箪の兵士：

：グラ7 ①第2次世界大戦での犠牲者（質問）

3.大戦の終わり
イタリア・ドイツの降伏悲惨な沖縄戦 日本の降伏

：写真①燐砂野原になった東京｛説明）

〈〉戦場となった沖縄
-trコラム苦しくなる食料独し（『抑制Jiff史1'ti料納より
考えてみよう

：写真①沖縄にせまるアメリカ淑 ひめゆりのlll'（説明）
②アメリカ＇.！ IIにとらえられた少年兵

す
か
。
旧
時
代
の
メ
デ
ィ
ア

こ
れ
が
教
師
の
課
題
で
あ
る

と
は
、
日
本
の
速
度
よ
り
も

体験談）
の
ま
ま
に
す
る
か
。

。
加
え
て
、
こ
の
こ

早
く
高
度
情
報
化
社 く〉いまも残る原子爆蝉の爪痕

合コラム被爆者の体験談 （広島文化センター『平和の光りやjより）
考えてみよう

j写真①別減した広ぬと 81待15分でとまった時計（説明）
j資料①被燦者の巡品（説明）
；グラ7 ①原子爆弾による犠牲者数 ： 

〔学習のまとめ〕
年表にまとめてみよう 地図にまとめてみよう

i年表（曾き込み周） 地図（{!Jき込み用）
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会
へ

の
道
を
歩
ん
で
い
る
緯
国
も
ま
た
例
外
で
は

な
い
こ
と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
。

〈
静
岡
大
学
教
育
学
部
教
授
〉
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j
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変
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か
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j
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多
田
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：
－－リ
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新

聞

d
詞
終
日
ど
こ
に
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す
れ
ば
情
報
操
作
ガ
見
え
て
く
る
か
山
根

雑
誌
の
読
み
方

日
ど
こ
に
注
意
す
れ
ば
情
報
操
作
ガ
見
え
て
く
る
か
：
・
：
：
佐
長

テ
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ビ
の
見
方

H
ど
こ
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情
報
操
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ガ
見
え
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石
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切
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号
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U
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島
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4
M
d
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「
写
真
」
の
見
方
H
メ
デ
ィ
ア

・
リ
テ
ラ
シ

l
で
ど
う
蛮
わ
る
か
：
：
：
：
・
：
：
：
鈴
木

守
統
計
資
料
L
の
見
方
H
メ
デ
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・
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ど
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馬
場
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L
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方
H
メ
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l
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j
i
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松
蔵
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H
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健
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｛
脇
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検
証
・
メ
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ィ
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リ
テ
ラ
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l
の
必
要
性
を
考
え
る
｝

「
太
平
洋
戦

争
」
の
記
述
対
出
！
書
き
手
に
よ
っ
て
こ
こ
ま
で
違
う
？
－
－
馬
居

政
幸
・

毛

情
報
活
用
能
力
の
育
成
H
ど
こ
巴
力
点
を
お
け
ば
よ
い
か

子
供
の
追
究
力
を
伸
ば
す
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
・
：
・
：
：

j
a
－
－
：
羽
豆

新
聞
を
通
し
て
情
報
活
用
能
力
を
育
て
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：
：
：
・
：
：
・
：
・
：
：
：
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j

i
－
－
山
田
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情
報
稿
用
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応
じ
た
指
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j
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成
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隆
之
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隆
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読
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た
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メ
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ィ
ア
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叩
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小＃鮮民（水戸市三の丸＝茨械大学敏育学lll!I付属小学校｝の授業

ネ1:Mベージに似介があり ます。
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教育科学 仰山、
4
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・

；
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1

aa

－－・司、

今どんな情報活用能力を育て多か
砂子どもにどんな情報活用能力が必要かー と聞かれたら一一回結荘哲治・坂元昂仰

砂情報活用能力の育成とメディア・リテラシーの問題一一佐久間勝彦

砂メディアミックスの到来で社会はどう変わるか一一 多国元樹

砂主体性のあるメディアへの接し方を身に付けるために一一山根栄次・佐長健司イth.

圏璽璽盈池野範男・藤岡信勝・北俊夫・有田和正・寺本潔・介川文雄他

教育科学／社会制教育 3月号
19!B年3月1 8発行〈包同1 '.QJ 1 8先行）32C!,3~
昭制1年10月78徳三凶也便物~~

r-fltJ:-~＇＇「7科品”「N一 司」ーJ ' T 0.1 
西尾 一（愛知県知多郡東浦町＝緒川小学｛

｜一爆 原鰍下から5胤みリカでは，広島lこ原爆を投下した 「工ノラ ゲイ
原 ｜ 展示勘ぐって鮮ガ起きまし問爆の切手発行も問題ω ました。 日；

も，改めて原爆投下の目的やその惨状を見Eしてみるべきではないでしょう；

広島原爆についてのデータ 一一

019唯5{1'・8月6r11Hiif81時15~な1n少

向上空580土20mで燥発。

. ：さ3m,11＇［径0.7m，厄さ4tのjifl,ji

”リトルボーイ”と呼ばれているJW?J

． 燥~の小心で奴氏 1 JilOOO成。

11'1；下地必if1iで70001長以上。

機心から500m以内で3000～400015'

．秒速4.4km( II年jfil1 Ji5840km）の燥胤

• 1 m＇あたり 35lの胤正。

0 1.ぶ.r.~に多大な彼芹をワ－える。

ー一 ・ ・田町 ｜ ・31～32万人の人々 と 47］人を超え
A原爆慰盤碑からの「平和の灯・原爆ドームJ I ・4人が＇ 11'1.抜被；Ifを受ける。

. Jl~f.~iliのill物の92%を焼失 ・ ！即刻

[ 1 2時間半後の出発｜ 原爆投下の真の目的を改めて聞い直すことは，真の平和署

めることlこもつながるのではないでしょうか。
①原燃は．アメ リカ・イギリス・ドイツ・フランス ・イタ リア・114'がliiJ時JUJにその可能性4

討していた。

o 1945~f'· 1 r1 16 u lf 1iii s 11.no壬
アメリカがニューメキシ コで初めてJJ；［~総実験に成功。

0 1945 <t~ 7 J1 16 Ff lf liiJ 8 11，~ 
LI ,.f>:に投下する限燥m2！けが， ll本lこ1f1Jけて11'1？＆する。

②日本への原傑投下は，）1；［爆の威力を，制作する目的もあった。

実験成功から，わずか2llS' 

平後のことである。これは

何をなlほすることなのか？

｛表31こつづ

定価 590円
（本体 573円）

Printed in Jopon 
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